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広報　常陸大宮　　　　平成２４年５月号２

　

こ
の
た
び
、
市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
三
次
真
一
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。
就
任
に

あ
た
り
ま
し
て
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

過
日
執
行
さ
れ
ま
し
た
常
陸
大
宮
市
長

選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
ご
信
任
を
得
て

再
び
市
政
の
か
じ
取
り
役
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
に
と
り
ま
し
て
、
大
変
光
栄
な
こ
と

で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
お
応

え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
感

で
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
は
今
、
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
、
歴
史
的
な
円
高
に
対
す
る

是
正
措
置
と
産
業
の
空
洞
化
の
阻
止
、
そ

し
て
国
民
生
活
の
安
定
と
生
産
活
動
を
維

持
す
る
た
め
の
電
力
の
安
定
的
な
確
保
対

策
な
ど
、国
難
と
も
言
え
る
時
代
に
あ
り
、

国
の
総
力
を
挙
げ
て
迅
速
、
か
つ
、
果
敢

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
課
題

が
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
内
外
と
も
に
極
め
て
厳
し
い

情
勢
の
な
か
、
常
陸
大
宮
市
は
合
併
以
来

８
年
の
歳
月
が
経
過
し
、
社
会
基
盤
の
整

備
は
着
々
と
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
一

方
、
市
民
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
と
い
う

面
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
を
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
を
尊
重

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し

な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
常
陸
大
宮
市
の
更
な
る
発
展

の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
諸
施
策
は
も
と
よ
り
、
大
震
災

か
ら
学
ん
だ
教
訓
や
人
口
減
少
、
少
子
・

高
齢
化
及
び
過
疎
化
社
会
へ
の
対
応
な

ど
、
将
来
世
代
に
引
き
継
ぐ
元
気
な
常
陸

大
宮
市
が
実
現
す
る
た
め
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
２
期
目
の
市
政
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
ま
し
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら
新
し

２４

い
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
が
策
定
さ

れ
、
そ
の
計
画
の
中
で
掲
げ
る
将
来
像
で

あ
る
「
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
心
・

快
適
な
活
力
の
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。　

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様
の
市
政

に
対
す
る
「
生
の
声
」
を
お
聞
き
す
る
場

と
し
て
、「
移
動
市
長
室
」
の
更
な
る
充
実

を
図
り
な
が
ら
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
未

来
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
自
分
の
郷
土
に
誇

り
を
持
ち
、
郷
土
づ
く
り
に
役
立
つ
人
材

を
育
成
す
る
た
め
「
新
し
い
時
代
を
生
き

抜
く 
郷 

き
ょ
う 

育  
立  
市 
づ
く
り
」
を
推
進
し
、「
住

い
く 
り
っ 
し

ん
で
よ
か
っ
た
」、「
合
併
し
て
よ
か
っ

た
」
と
思
え
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
ま
い

進
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。　

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
方
の
幸
福
の
実

現
に
向
け
て
精
魂
を
傾
け
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
温
か
い
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
市
長
就
任
に
あ
た
り

ま
し
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

2期目スタート2期目スタート
三次 真一三次 真一郎市長市長三次 真一郎市長

　任期満了に伴う常陸大宮市長選は４月８日に告示され、立候補の届け出は
三次真一郎氏のみであったことから、無投票で再選が決まりました。
　三次氏は２３日に初登庁し、就任式が行われました。
　任期は平成２８年４月２２日までです。

▲就任式であいさつをする三次市長

市
長
就
任
あ
い
さ

市
長
就
任
あ
い
さ
つ

市
長
就
任
あ
い
さ
つ



広報　常陸大宮　　　　平成２４年５月号３

を紹介します
　４月２４日、常陸大宮市区長会議が開催され、区長の皆さんに委嘱状が交付されました。
　また、あわせて常陸大宮市区長会総会が開かれ、区長会長に坂井勇氏（美和地域）、副会長に圷秀雄氏（大宮地
域）・根本興也氏（山方地域）・内田義勝氏（緒川地域）・小林康男氏（御前山地域）が選出されました。

敬称略

氏 名区 名

齋 藤 忠 夫大 宮 第 １

成 井 貞 行大 宮 第 ２

飛 田 尚 久大 宮 第 ３

長 山 博 實大 宮 第 ４

濱 中 利 光大 宮 第 ５

前 田 典 利大 宮 第 ６

大 野 勇 雄大 宮 第 ７

森 田 英 雄大 宮 第 ８

野 内 友 二大 宮 第 ９

長 山 正 夫大宮第１０

野 上 尅 洋大宮第１１

増 子 邦 彦大宮第１２

佐 藤　 晃東 野

増 子 行 平八 田

仲 田　 稔若 林

稲　葉　庸治郎上 大 賀

浅 川 功 基久 慈 岡

助 川 寛 一岩 崎

藤 田 三 男鷹 巣

廣 木 政 昭小 祝

助 川　 護辰 ノ 口

久下沼　正　男塩 原

和 田 行 男小 倉

坂 本 忠 夫富 岡

大和田　　　彰下 岩 瀬

藤 田 弘 道上 岩 瀬

瀬 谷 邦 男根 本

森 田 節 子泉

廣 木 房 男宇 留 野 台

関　 孝 行宇 留 野 圷

神 永 哲 男下 村 田

阿久津　勝　之上 村 田

渡 �　 優石 沢

小 森 正 孝小 場

宇留野　治　男小 野

中 � 弘 行三 美

大 貫　 守西 塩 子

圷　 秀 雄北 塩 子

菊 池 要 一大 宮 照 田

大 宮 地 域３９区

氏 名区 名

根 本 興 也山 方 第 １

内 田 征 一山 方 第 ２

大 内　 伯山 方 第 ３

鈴 木　 剛野 上 第 １

野 上 正 美野 上 第 ２

菊　池　三千春舟 生

細 貝 利 之諸 沢 西

中 郡 初 雄諸 沢 東

二 方 孝 光西 野 内

會 澤 紀 行小 貫

渡 辺　 成照 山

木 村　 忠盛 金

大 森 一 二久 隆

石 井 仁 一家 和 楽

桐 原 茂 美山 方 照 田

圷　 正 昭長 田

益 子　 保長 沢

氏 名区 名

栗 田　 操氷 之 沢

桑 名　 繁下檜沢第１

成 井 文 夫下檜沢第２

鈴 木　 清上 檜 沢

坂 井　 勇高 部 第 １

河　野　安代孜高 部 第 ２

佐 藤　 誠小 田 野

初 原 智 明鷲 子

山 方 地 域１７区

美 和 地 域 ８ 区

氏 名区 名

石 川 和 也那 賀

栗 田 久 男下小瀬小玉

圷　 清 孝国 長

檜 山 民 人下 郷

佐 藤 隆 男宿

小 林　 茂本 郷

平 塚 好 三川 西

栗 田 隆 志西 根

堀 江 勤 郎大 岩

内 田 義 勝小 舟

桑 名 利 一油 河 内

大 串 昇 一小 松

長 嶋 光 行吉 丸

大 武 哲 雄入 本 郷

角 田 守 弘千 田

氏 名区 名

小 林 康 男野 口 第 １

平 野　 榮野 口 第 ２

皆 川 洋 治野 口 第 ３

粕 谷 一 男野 口 平

安 藤　 保門 井

五位渕　哲　也下 伊 勢 畑

未 定上 伊 勢 畑

國 安 重 身檜 山

石 澤 和 男長 倉

石 川 清 壽野 田

佐 藤　 一秋 田

佐久間　　　昇中 居

長 山 輝 男金 井
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緒 川 地 域１５区

御前山地域１３区

（平成２４年５月１６日現在）



広報　常陸大宮　　　　平成２４年５月号４

ふるさとふるさと応援寄付金ふるさと応援寄付金
ご支援ありがとうございました

　平成２２年の税制改正により、「扶養控除」が一部改正され、所得税は平成２３年分から、市・県民税は平成２４年
度から適用されます。

●年少扶養控除の廃止
　子ども手当の創設に伴い、年少扶養親族（１６歳未満の扶養親族）に係る扶養控除が廃止となります。
●特定扶養控除の上乗せ部分の廃止
特定扶養親族（１６歳以上２３歳未満の扶養親族）のうち、１６歳以上１９歳未満の扶養親族に限って、扶養親族の上
乗せ部分（１２万円）が廃止となります。

　※１９歳以上２３歳未満の扶養控除は変更ありません。

改正後の控除額
（平成２４年度から）

現行の控除額
（平成２３年度まで）

控除対象扶養親族の年齢

控除対象外３３万円１６歳未満

３３万円４５万円１６歳以上１９歳未満

変更なし（４５万円）１９歳以上２３歳未満
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　市で実施しているふるさと応援寄付制度は、お寄せいただいた寄付金を市が実施する事業の財源
とし、常陸大宮市を愛する皆さんの思いを市政に反映させ、より多くの方々の参画によるふるさと
づくりを推進していくことを目的とする制度です。お寄せいただいた寄付金は、魅力あるまちづく
りのため、大切に使用させていただきます。
　平成２３年度にお寄せいただいた寄付の内容は次のとおりです。

匿　　　名 東京都中野区 ３０，０００円
匿　　　名 東京都中野区 ５０，０００円
株式会社ヒタチスプリング
  東京都大田区 １，０００，０００円
大内　勝美 東京都府中市 １００，０００円
前田　尚利 水戸市 ３００，０００円
堀江　賢二 東京都世田谷区 ２００，０００円
小野瀬益夫 水戸市 ２００，０００円
片岡　茂則 水戸市 ５００，０００円

福地　園美 東京都渋谷区 １００，０００円
匿　　　名 水戸市 ３００，０００円
匿　　　名 東京都大田区 １００，０００円
ＪＦＥ建材フェンス株式会社
  常陸大宮市 ４４，７５０円
内田　　郁 水戸市 １００，０００円
匿　　　名 水戸市 １０，０００円
西野由希子 水戸市 ２０，０００円

�������	
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平成２４年３月３１日現在
敬称略



広報　常陸大宮　　　　平成２４年５月号５

閲　覧　地　区委　　託　　者（使用目的）申　　請　　者閲覧日No

上小瀬（８５件）
国土交通省　観光庁参事官
石崎　仁志
（２０１１年度旅行・観光消費動向調査）

株式会社サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤　士朗

Ｈ２３．６．１１

小場・上村田（１６件）
金融広報中央委員会
会長　小林　信介
（家計の金融行動に関する世論調査）

株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

Ｈ２３．７．２５２

若林（２０件）
金融広報中央委員会
会長　小林　信介
（金融力調査）

株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

Ｈ２３．９．６３

抽ヶ台町（２１件）
社団法人日本新聞協会
専任理事　鳥居　元吉
（メディアの接触と評価に関する調査）

社団法人中央調査社
会長　中田　正博

Ｈ２３．１０．１２４

上岩瀬（１８件）

ＮＨＫ放送文化研究所メディア研究部、
世論調査部、国立大学法人筑波技術大学、
国立大学法人鳥取大学
（生活意識に関する調査）

社団法人中央調査社
会長　中田　正博

Ｈ２３．１０．１２５

下村田・泉（２６件）
内閣府男女共同参画局
推進課長　小林　洋子
（男女間における暴力に関する調査）

株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

Ｈ２３．１１．１５６

鷹巣（１２件）
ＮＨＫ放送文化研究所世論調査部
部長　塩田　幸司
（安全保障意識調査）

社団法人新情報センター
事務局長　平谷　伸次

Ｈ２３．１２．１６７

下岩瀬（１８件）
ＮＨＫ放送文化研究所メディア研究部
部長　服部　　弘
（生活意識に関する調査）

社団法人中央調査社
会長　中田　正博

Ｈ２３．１２．１９８

八田（２０件）

日本たばこ産業株式会社
たばこ事業本部
情報部長　田中　康司
（２０１２「全国たばこ喫煙者率調査」）

株式会社ビデオリサーチ
代表取締役社長　若杉　五馬

Ｈ２３．１２．２２９

常陸大宮市全域（６３８件）
国土交通省常陸河川国道事務所
事務所長　児玉　好史
（「那珂川環境整備事業」の効果を分析するためのアンケート）

株式会社日水コン
代表取締役社長　野村　喜一

Ｈ２４．１．１８
１．１９

１０

　平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日の住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況は次のとおりです。（犯罪捜
査等のための請求に係るものを除く）
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Ｐ７「ひたまるさんちの家計簿・支出」

誤　「操出金」　　→　　正　「繰出金」　　お詫びして訂正します。



広報　常陸大宮　　　　平成２４年５月号６

《奨学基金へ》

《常陸大宮市へ》

国際交流ボランティアばらの会
（会長　松本　とみ子）

30，000円

一般財団法人常陸大宮市体育協会
設立記念事業実行委員会

28,417円

敬称略

《教育委員会へ》

　

４
月
６
日
に
市
内
小
学
校
全　

校
で
、

１３

４
月
９
日
に
中
学
校
全
７
校
で
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
入
生
は
小
学
生
３
０
２

人
、
中
学
生
３
８
３
人
と
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
新
た
な
希
望
を
胸
に
新
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

新
入
生
は 

６
８
５
人
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茨城みどり農協
（組合長　柏　盛幸）

教材の寄付

常陽銀行
防犯ブザーの寄付
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前
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
平
成　
２４

年
第
１
回
常
陸
大
宮
市
議
会
定
例
会
に
お

い
て
次
の
方
々
が
選
出
さ
れ
、
３
月　

日
３１

に
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は
平
成　

年
３

２８

月　

日
ま
で
で
す
。

３０

　
●
委
員
長

　
　
 
石  
川 　
 
博  
保 
さ
ん　
（
長　

倉
）

い
し 
か
わ 

ひ
ろ 
や
す

●
委
員
長
代
理

　
　
 
三  
次 　
 
克  
巳 
さ
ん　
（
西
野
内
）

み 
つ
ぎ 

か
つ 
み

●
委
員

　
　
 
後  
藤 　

つ
や 
子 
さ
ん（
小　

祝
）

ご 
と
う 

こ

　
　
 
田  
澤 　
 
佳  
治 
さ
ん　
（
大　

岩
）

た 
ざ
わ 

け
い 
じ

新
し
い
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が

　
　
　
　
　

就
任
し
ま
し
た

　

昨
年
８
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き

た
美
和
幼
稚
園
の
新
し
い
園
舎
が
、
美
和

保
育
所
隣
に
完
成
し
、
４
月　

日
か
ら
新

１０

た
な
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
園
舎
は
木
造
平
屋
建
て
で
、

木
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
園
舎
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

教
室
は
、
日
光
が
よ
く
差
し
込
む
よ
う

に
八
角
の
形
を
し
て
い
て
、
ま
た
、
園
児

か
ら
親
し
ま
れ
る
よ
う
な
鮮
や
か
な
色
味

を
多
用
し
て
い
る
の
で
、
と
て
も
明
る
い

雰
囲
気
の
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

美
和
幼
稚
園
が
完
成
し
ま
し
た

▲左から後藤さん、三次さん、石川さん、田澤さん

　

４
月　

日
か
ら
、
市
で
は
公
用
車
の
軽

２０

油
の
代
替
え
と
し
て
、バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）の
使
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
燃
料
は
、
市
内
の
給
食
セ
ン
タ
ー

や
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
食
用
油
を
精

製
し
た
も
の
で
す
。
一
年
間
、
す
ぐ
対
応

課
の
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
一
台
で
試
験
的
に

使
用
し
、
他
の
公
用
車
へ
の
導
入
も
検
討

し
て
い
く
予
定
で
す
。

※
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
導
入
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

　
　
　

常
陸
大
宮
を
目
指
し
て

▲

「
弥
七
太
鼓
」の
演
奏

　４月２９日、緒川地域のやすらぎの里公園でさ
くら祭りが開催され、和太鼓の演奏やよさこい
演舞、歌謡ショーなど様々なイベントが行われ
ました。
　公園内にはしだれ桜や八重桜が咲き誇り、訪
れた多くの人々の心を癒していました。

▲

天
気
に
恵
ま
れ
、
た
く

　

さ
ん
の
方
が
来
場

▲バイオディーゼル燃料を燃料タンクに入れる三次市長
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　岩崎直売所は小さな直売所です
が、平均年齢７０歳を超える会員が皆
いきいきと働いています。直売所と
いう共通の場所を持つことで、共通
の話題ができ、仲間同士の絆が生ま
れ、私たちの生きがいや働きがいに
なり、病気もどこかに飛んでいって

しまいます。
　昨年は年２回行っている直売所イベントの際、茨城
大学の学生さんに参加していただき、若いパワーをも
らうと同時に、若人の考えやアイデアを聞くことがで
きました。
　今後は厳しい農業環境のなか、営農組合により零細
な農家をいかに手助けして、岩崎地域の耕作放棄地の
増加を防ぐかが課題です。また、後継者不足も深刻な
問題です。
　これから農業を志そうという若い後継者や定年帰農
者の皆さん、私たちと一緒に考え行動してみませんか。
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困った時は消費生活センターにご相談ください。
■茨城県消費生活センター　　　　�０２９－２２５－６４４５
■常陸大宮市消費生活センター　　�５２－２１８５（直通）（本庁商工観光課内）

　契約とは消費者と業者との間で、片方の「申し込み」に対して、もう片方が「承諾」し、合意した場
合にできる「法的な責任が生じる約束事」を意味します。
　お互いの合意があれば、契約書を交わさなくても契約は成立します。
　つまり、電話でも口約束でも契約は成立してしまいます。いったん契約をすると、特別な場合を除い
て一方的に解約することはできません。契約をする前に慎重に考えましょう。
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消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契契約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約約のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識消費者契約の基礎知識消費者契約の基礎知識
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高齢者の笑顔と健康を支えます高齢者の笑顔と健康を支えます高齢者の笑顔と健康を支えます
　市では、在宅の高齢者やその家族の健康と笑顔を支えるために、２カ所の地域包括支援センターと６カ所
の在宅介護支援センターを置き、６５歳以上のいきいき高齢者と一般高齢者、高齢者クラブを対象とした３つ
の介護予防事業に取り組んでいます。

�いきいき高齢者　要支援及び要介護状態となる可能性が高

いと認められる方

�一 般 高 齢 者　上記以外の方

　地域包括支援センターには幅広い介護の知識を持った専門家がいて、
高齢者の皆さんが住みなれた地域で安心して暮らしていけるように、介
護、福祉、保健、医療など、様々な面から支援を行います。
　お気軽にご相談ください。
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内　　　容対　象　者教　室　名

・筋力の低下がもたらす「つまづき転倒」を予防します。（口腔
機能の維持・改善、栄養状態のチェックなども行います）

いきいき高齢者転倒骨折予防教室（１０回）

・健康チェック、軽運動を行います。
一般高齢者
いきいき高齢者

ねんりんクラブ

・正しい姿勢や簡単に家でできる運動を行います。高齢者クラブ ※転ばん教室（５回）

３３つの介護予防事業

※各中学区から希望する１クラブ



広報　常陸大宮　　　　平成２４年５月号１０

特定保健指導は特定保健指導は
あなたの健康づくりを応援しますあなたの健康づくりを応援します

特定保健指導は
あなたの健康づくりを応援します

　平成２３年度の特定健診の結果をお知らせします。

●血糖（HbA1c）

治療中 治療していない

■～5.1　　　正常
■5.2 ～ 5.4　 生活習慣を見直す
■5.5 ～ 6.0
■6.1 ～ 6.4　
■6.5 ～ 6.9　 
■7.0 ～

（％）

●LDLコレステロール●血圧

48％48％ 52％52％ 55％55％
24％24％

13％13％

8％8％

22％22％

21％21％

4％4％ 1％1％

29％29％

16％16％

3％3％
2％2％ 2％2％

このグラフから、高血糖の方が７％、高血圧の方が 26％、高 LDLコレステロールの方が 21％いることがわかります。

　この結果をさらに、治療中のグループと、治療をしていないグループに分けると
次のグラフのようになります。

受診が必要

（mmHg）
　 最高血圧　　　　　 最低血圧
■130未満　　　　 　  85 未満
■130以上 140 未満　  85 以上　90未満
■140以上 160 未満　  90 以上 100 未満
■160以上 180 未満　100以上 110 未満
■180以上　　　　　　110 以上

正常
生活習慣を見直す

受診が必要

正常血圧
正常高値
Ⅰ度
Ⅱ度
Ⅲ度

血　圧
0％10％20％30％40％50％60％70％80％ 0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％

正常血圧

正常高値

Ⅰ度

Ⅱ度

Ⅲ度

35.9％
37.6％
28.1％
28.0％
29.7％
29.0％
5.6％
4.8％
0.7％
0.5％

76.3％
80.9％
19.9％
15.7％
3.8％
3.4％

受診が必要

LDL コレステロール
0％10％20％30％40％50％60％ 0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

120 未満

120～ 139

140 ～ 159

160 以上

63.5％
63.2％
21.2％
21.6％
8.4％
10.9％
6.9％
4.4％

58.3％
58.5％
41.7％
41.5％

受診が必要

血糖（HbA1c）
0％10％20％30％40％50％60％ 0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

6.8％
4.9％ ～ 5.1

5.2 ～ 5.4

5.5 ～ 6.0

6.1 ～ 6.4

6.5 ～ 6.9

7.0 ～

16.8％
8.1％
33.5％
32.9％
17.6％
19.4％
12.8％
13.2％
12.5％
21.6％

32.8％
40.3％
21.3％
19.4％
45.9％
40.3％

受診が必要

…上段（前年度）
…下段（今年度）

必ず年１回は特定健診を受けましょう！

　生活習慣病は、健康
障害（脳卒中、心筋梗塞）
などを発症するまで自
覚症状がありません。

　特定健診を毎年受け
れば、自分の体の状態
を知ることができ、早
めに生活習慣を見直す
きっかけになります。

　比較すると受診が
必要な方は、治療中
のグループより治療
していないグループ
に多くいることが分
かります。

（mg/㎗）
■120未満　　正常
■120～ 139　生活習慣を
　　　　　　 　見直す
■140～ 159
■160 以上

受診が必要

�問い合わせ�　健康推進課　〔総合保健センター（かがやき）内〕　�５４－７１２１



広報　常陸大宮　　　　平成２４年５月号１１

　

昨
年
、
大
宮
町
二
代

目
町
長
・
松
井
端
の
孫

に
あ
た
る
松
井 
暢  
夫 
さ

の
ぶ 
お

ん
か
ら
、
端
の
大
宮
町

長
時
代
の
遺
品
（
功
労

に
つ
い
て
の
感
謝
状
と

副
賞
の
火
鉢
）
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
宮
町
は
明
治
二
十
二
年（
一
八
八
九
）

の
市
制
町
村
制
に
よ
り
、
江
戸
時
代
の
大

�
�
�
�
�
�
�
	

　

端
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
九

月
十
六
日
か
ら
二
十
八
年
三
月
十
七
日
ま

で
大
宮
町
長
を
務
め
ま
し
た
。
友
人
が
端

に
宛
て
た
書
状
に
、
裁
判
所
吏
員
を
辞
職

し
て
大
宮
町
長
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
賛
辞

が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
説
に
は
、
当

初
諸
富
野
村
の
村
長
に
な
る
予
定
だ
っ
た

の
が
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
大
宮
町
長
に

な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
年
で
町
長
を
辞
職
す
る
こ
と
に
な
っ

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
��
���
�
た
ん

宮
村
の
範
囲
が
そ
の
ま
ま
大
宮
町
と
な
っ

て
誕
生
し
、
初
代
町
長
に
は
宮
田
重
徳
が

就
任
し
ま
し
た
。
歴
代
町
長
の
う
ち
、
二

代
目
町
長
松
井
端
だ
け
が
大
宮
に
ゆ
か
り

の
な
い
人
物
で
し
た
。

�
�
�
�
�

　

松
井
端
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）、

水
戸
藩
士
皆
川
氏
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
十
二
歳
の
時
、
同
じ
く
水
戸
藩

士
の
松
井
家
に
養
子
に
入
り
、
家
督
を
継

ぎ
ま
す
。
養
家
の
初
代
、
松
井
長
衛
門
は

美
濃
（
岐
阜
県
）
出
身
で
、
初
代
藩
主 
頼 より

 
房 
に
仕
え
、
以
来
、
端
の
養
父
ま
で
七
代

ふ
さに

わ
た
り
鷹
師
、
土
蔵
番
、
奥
方
番
な
ど

を
務
め
る
家
柄
で
し
た
。
そ
し
て
端
が
九

歳
の
時
に
明
治
維
新
を
迎
え
ま
す
。
そ
の

後
、
端
は
明
治
二
十
五
年
ご
ろ
ま
で
水
戸

裁
判
所
に
勤
務
し
ま
し
た
。
三
十
歳
の
明

治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
は
同
じ
く

旧
水
戸
藩
士
の
坂
場
家
の
四
女
り
う
と
結

婚
。
江
戸
時
代
の
松
井
家
は
、
現
在
の
水

戸
市
南
町
二
丁
目
付
近
に
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
端
と
そ
の
家
族
が
こ
の
家
に
住
ん

で
い
た
か
は
不
明
で
す
。

　

晩
年
の
端
は
、昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）、

水
戸
市 
新  
荘 
に
自
宅
を
建
設
し
、
趣
味
の

し
ん 
そ
う

漢
詩
作
り
に
没
頭
す
る
自
適
な
生
活
を
送

り
ま
し
た
。
旧
水
戸
藩
の
武
家
屋
敷
の
一

画
に
あ
た
る 
楓 
か
え
で 
小  
路 
の
自
宅
に
様
々
な
庭

こ
う 
じ

木
を
茂
ら
せ
て
余
生
を
送
り
、
昭
和
十
四

年
に
八
十
歳
の
生
涯
を
全
う
し
ま
し
た
。

こ
の
自
宅
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災

し
、
昨
年
十
月
に
解
体
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
理
由
な
ど
も
含
め
て
大
宮
町
長
時
代
の

こ
と
は
残
念
な
が
ら
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　

そ
し
て
退
職
の
同
年
、
そ
の
年
に
設
置

さ
れ
た
台
湾
総
督
府
の
職
員
募
集
に
応

じ
、
赴
任
す
る
の
で
す
。

　

台
湾
総
督
府
は
日
清
戦
争
の
戦
利
品
と

し
て
、
清
国
か
ら
割
譲
し
た
台
湾
を
統
治

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
日
本
の
出
先
官

庁
で
す
。
端
は
、
台
湾
総
督
府
が
設
置
さ

れ
た
明
治
二
十
八
年
か
ら
帰
国
す
る
昭
和

二
年
ま
で
、
三
十
二
年
を
台
湾
で
過
ご
し

ま
し
た
。
そ
の
間
、
台
湾
総
督
は
初
代 
樺 かば

 
山  
資  
紀 
、
二
代
桂
太
郎
、
三
代 
乃  
木  
希  
典 

や
ま 
す
け 
の
り 

の 

ぎ 
ま
れ 
す
け

と
十
二
人
の
変
遷
を
経
て
い
ま
す
。

　

端
は
台
湾
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
仕
事
の

傍
ら
友
人
と
漢
詩
を
読
み
、
台
湾
の
文
壇

に
も
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く

の
で
す
。

　

次
号
で
は
、
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
端

の
遺
品
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
松
井
暢
夫
『
松
井
端
は
ど
ん
な
人
』（
私

家
版
）
二
〇
一
二　

を
参
考
に
し
ま
し

た
。
松
井
端
氏
の
遺
品
は
す
べ
て
歴

史
民
俗
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
松
井
暢
夫
「
友
人
と
の
交
流
の
中

で
読
ん
だ
漢
詩
」
は
『
大
宮
郷
土
研
究
』

第
十
六
号
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

▲感謝状
▲大宮町から贈られ
た火鉢

▲居間で作詩する端▲水戸市新荘の居宅前にて
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　女性防火クラブは地域の防災意識の高揚と、安全な家庭、そして災害に強い地域社会の形成を目
的に構成している組織です。

　６月３日（日）～９日（土）は、危険物安全週間です。
　危険物安全週間とは、石油類をはじめとする危険物を取り扱う事業所における自主保安体制の確
立を呼びかけるとともに、広く国民の危険物に対する意識の高揚と啓発を図る週間として、平成２
年に消防庁が毎年６月の第２週の１週間（日曜日から土曜日まで）と定めました。
　これは、気温が高くなり危険物の自然発火による火災が多くなる、夏季を目前にした６月初旬に
啓発活動を行うものです。
　ご家庭においてガソリンや灯油等、危険物の取り扱いには十分注意して
ください。

�

�

�

�

��������������

��������������

�
�
�

�
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｢危険物　めざせ完封　ゼロ災害｣
（平成24年度危険物安全週間推進標語）

《危険物安全週間》

火災や爆発事故を招く恐れがあり、大変危険です。
法律で禁止されています。

�ガソリンは、消防法令で定められた容器に収納しましょう。

�セルフ式ガソリンスタンドで、客自らが容器に入れる行為は禁止され
ています。

活動内容
�地域で開催されるお祭りでの火災予防広報の
実施

�消防出初式・防災訓練への参加
�各防火クラブにて救命講習会を実施
�茨城県婦人防火クラブ指導者研修会への参加

各女性防火クラブ役員（平成２４年３月３１日現在）
�三次　雅子（常陸大宮市女性防火クラブ連絡協議会会長・

山方女性防火クラブ会長）
�諸沢　信子（御前山女性防火クラブ会長）
�佐藤ヨシ子（緒川女性防火クラブ会長）
�下桑谷久子（嶐郷女性防火クラブ会長）
�黒澤由美子（小倉女性防火クラブ会長）

　また、各女性防火クラブの会長、副会長で組織され
る、常陸大宮市女性防火クラブ連絡協議会があり、防
災講演会を開催しています。
　本協議会の三次雅子会長は、平成２３年４月１日より
茨城県婦人防火クラブ連絡協議会の役員として、安全
で住みよい地域社会実現のため活躍しています。

平成24年度全国統一防火標語

｢消すまでは　出ない行かない　離れない｣
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健  康
通  信
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6月は「環境月間」です
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節電

節水
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家庭でエコ家庭でエコ 自動車のエコ自動車のエコ自動車のエコ自動車のエコ家庭でエコ家庭でエコ家庭でエコ家庭でエコ 自動車のエコ自動車のエコ



御前山ビオトープ周辺の植物等御前山ビオトープ周辺の植物等

双子葉合弁花　サクラソウ科サクラソウ属　花期 5～ 6月

クリンソウ
クリンソウ
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マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 0.77
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

24.75kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約1.77本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。

　先日開催された新体操の大会「第７回常陸大宮CUP 
２０１２」の応援に行ってきました。
　選手たちの華麗な演技に感化され、フラフープに挑
戦してみましたが・・・ひたまるにはフラフープのサ
イズが少し小さく、体全体に通すことはできませんで
した。
　選手たちのように、軽やかでしなやかな動きができ
るようになりたいと思いました。
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　山地、山ろくの湿地に生える多年草。直立し
た長い花茎で、５つに裂けた紅紫色の花がいく
つもの段になって咲くのが特徴です。その様を
五重塔などの先端部分（九輪）に例えて名付け
られました。
　九州を除く全国に分布しますが、本県では県
北の産地に稀に生息します。
　湿地の乾燥化や日当たりの悪さなどの生育環
境の悪化、乱獲により個体数が減少しています。

　江戸時代の俳人・小林一茶がクリンソウにつ
いての句を詠んでいます。

～九輪草　四五輪草で　仕舞けり～
�������	
������������

　宇留野さくらロード東側に広がる 上  ノ 
かみ の

 宿 遺跡で
しゅく

は、過去二度の発掘調査が行われ、奈良・平安時
代だけで１００軒を超える竪穴建物跡が確認された
ほか、墨書土器、「 風  字  硯 」（形が｢風｣の字に似てい

ふう じ けん

るすずり
・ ・ ・

）や「 耳  皿 」（平安時代に身分の高い人が
みみ ざら

使った箸置き）といった特殊な遺物が発見され、こ
の地域の一大拠点集落跡として脚光を浴びました。
　店舗建設事業に伴い、このたび第三次調査が実
施され、縄文・奈良・平安・室町時代の遺構が確
認されました。なかでも平安時代の 掘  立 

ほっ たて

 柱 
ばしら

 建  物  跡 
たて もの あと

の発見により、この場所が地域の中心的役割を
担っていた可能性がますます高まることとなりま
した。

▲４月１４日現地説明会。
　悪天候のなか、地元住民８０人が参集
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▲フラフープを羽に通すひたまる


